
船舶事故等調査報告書 

平成２７年３月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４横第１２７号 

事故等種類 運航不能（機関故障） 

発生日時 平成２６年８月７日 ２１時２０分ごろ 

発生場所 宮城県石巻市金華山東方沖 

 金華山灯台から真方位０７２°３９５海里付近 

（概位 北緯４０°０３.００′ 東経１４９°４４.００′） 

事故等調査の経過  平成２６年９月８日、本インシデントの調査を担当する主管調査官

（横浜事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 栄
えい

吉
きち

丸、１１３トン 

 １３３１８３、こんぴら水産株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、四級海技士（航海） 

機関長、四級海技士（機関） 

 死傷者等 なし 

 損傷 なし 

 事故等の経過  本船は、船長及び機関長ほか１９人（うちインドネシア共和国籍５

人）が乗り組み、金華山東方沖の漁場において操業中、平成２６年８

月７日２１時２０分ごろ、機関室から異音と振動が発生し、機関長が

機関室に急行して主機を停止した。 

本船は、機関整備業者に連絡を取って調査を行ったものの、原因が

特定できず、ターニングができなくなったことから、海上での修復は

難しいと判断し、近くで操業していた僚船にえい
．．

航を依頼した。 

本船は、えい
．．

航されて１０日宮城県気仙沼港に到着し、機関整備業

者が主機を点検したところ、１番シリンダの吸気弁弁棒２本が曲損

し、そのうち１本が弁傘部に割損を生じ、吸気弁の弁ガイドに亀裂を

生じていることが発見されたが、過給機に異常はなかった。 

本船は、準備していた１番シリンダの吸排気弁弁棒全数及び弁ガイ

ドの交換等を含む修理作業が行われた後、試運転を行い、異常のない

ことが確認されて１２日に出漁した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南西、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約１ｍ 

 その他の事項  主機は、各シリンダに船尾側を１番として順番号が付され、各シリ

ンダヘッドには吸気弁と排気弁が２本ずつ組み込まれていた。 

弁傘部が割損していた吸気弁弁棒は、シリンダヘッド開放時、弁傘

部に亀裂が入った状態であり、シリンダヘッドから抜き出した際に割

損した。 



分析 

乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象等の関与 

判明した事項の解析 

 

なし 

あり 

なし 

本船は、金華山東方沖の漁場において操業中、主機１番シリンダの

吸気弁弁棒が、弁ガイドとの間に固着を生じたことから、ピストン頂

部で叩かれて曲損し、主機の運転ができなくなり、運航不能となった

ものと考えられる。 

原因  本インシデントは、夜間、本船が、金華山東方沖の漁場において操

業中、主機１番シリンダの吸気弁弁棒が、弁ガイドとの間に固着を生

じたため、ピストン頂部で叩かれて曲損し、主機の運転ができなくな

ったことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・取扱説明書に記載された整備基準等に従ってシリンダヘッドの整

備を行うこと。 

 ・主機の運転中、適宜シリンダヘッドカバーを開けて弁腕注油の状

況、吸排気弁の作動状況等を点検すること。 

 


